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「
初
生
う
ひ
を
」
で
あ
る
。
（
12）
梅
森
直
之
氏
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
方
法
と
し
て
の
越
境
と
混
血
」
に
お
け
る
研
究
発
表
「
大
杉
栄
支
配
に
抗
す
る
生
の
躍
動
」
で
、
大
杉
栄
が
自
分
の
吃
音
を
軍
隊
的
な
社
会
的
制
度
に
対
す
る
身
体
的
抵
抗
の
「
方
法
」
に
練
り
上
げ
て
い
た
と
説
い
た
が
、
黄
瀛
の
吃
音
と
詩
作
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
も
示
唆
的
な
見
解
だ
。
黄
も
大
杉
と
同
じ
く
陸
軍
士
官
学
校
へ
入
っ
た
が
、
大
杉
の
よ
う
に
は
脱
落
せ
ず
、
中
国
で
将
校
と
し
て
の
道
を
十
数
年
歩
ん
だ
。
彼
は
士
官
学
校
で
強
い
ら
れ
る
「
号
令
調
声
」
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
語
な
ら
ど
も
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
角
度
か
ら
、
彼
が
軍
隊
で
伝
書
鳩
や
軍
用
犬
の
育
成
と
い
う
動
物
相
手
の
任
務
を
担
っ
た
こ
と
を
捉
え
な
お
す
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
高
村
光
太
郎
が
『
瑞
枝
』「
序
」
で
、「
黄
秀
才
は
少
し
ど
も
り
な
が
ら
、
最
大
級
を
交
へ
ぬ
あ
た
り
ま
へ
の
言
葉
で
ど
こ
ま
で
も
桁
は
づ
れ
の
話
を
す
る
か
知
れ
な
い
。
黄
秀
才
の
体
内
に
あ
る
尺
度
は
竹
や
金
属
で
出
来
て
ゐ
な
い
。
尺
度
の
無
数
の
目
盛
か
ら
は
絶
え
ず
小
さ
な
泡
の
や
う
な
も
の
が
体
外
へ
立
ち
の
ぼ
る
。
泡
の
は
ぢ
け
る
と
こ
ろ
に
黄
秀
才
の
技
術
的
コ
ン
ト
ロ
オ
ル
が
我
に
も
あ
ら
ず
潜
入
す
る
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。
高
村
は
黄
瀛
詩
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
、
彼
の
吃
音
お
よ
び
固
有
の
身
体
的
・
無
意
識
的
尺
度
に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
そ
こ
に
無
技
巧
の
技
巧
と
し
て
「
技
術
的
コ
ン
ト
ロ
オ
ル
」
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
見
て
い
た
わ
け
だ
。
（
13）
辻
政
信
『
潜
行
三
千
里
』
亜
細
亜
書
房
、
一
九
五
一
年
、
二
七
四
―
二
七
五
頁
。
な
お
、
二
〇
〇
七
年
に
四
川
外
語
学
院
（
現
四
川
外
語
大
学
）
で
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
詩
人
黄
瀛
と
多
文
化
間
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
に
お
い
て
、
黄
瀛
の
教
え
子
の
宋
再
新
氏
が
口
頭
発
表
「
黄
先
生
に
聞
き
忘
れ
た
こ
と
」
の
な
か
で
、
黄
先
生
の
講
義
は
中
国
の
諸
方
言
が
混
入
し
、
と
き
ど
き
日
本
語
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
は
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
、
と
回
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。（
表
象
文
化
論
・
近
代
日
本
文
学
／
国
際
文
化
学
部
教
授
）
（19）74
新
民
謡
な
ど
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
3）
黄
の
い
う
「
評
論
家
」
に
は
、『
詩
と
詩
論
』
を
主
催
し
た
詩
人
批
評
家
・
春
山
行
夫
や
北
川
冬
彦
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
ろ
う
。『
詩
と
詩
論
』
に
寄
稿
し
、
様
々
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
の
名
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
黄
が
、
彼
ら
に
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
か
え
っ
て
目
立
つ
。
春
山
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
の
現
代
文
学
の
知
識
に
依
拠
し
な
が
ら
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
「
新
精
神
レ
ス
プ
リ
ヌ
ー
ボ
ー
」
を
旗
印
に
掲
げ
、
詩
に
お
け
る
知
的
構
成
の
重
要
性
や
、
意
味
と
韻
律
の
排
除
を
主
張
す
る
詩
論
を
次
々
と
『
詩
と
詩
論
』
誌
上
に
発
表
し
、
詩
壇
の
重
鎮
・
萩
原
朔
太
郎
と
論
争
し
た
。
（
4）
佐
藤
竜
一
『
宮
沢
賢
治
の
詩
友
・
黄
瀛
の
生
涯
日
本
と
中
国
二
つ
の
祖
国
を
生
き
て
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
、
二
〇
一
六
年
、
六
四
―
七
二
頁
。
（
5）
内
堀
弘
『
ボ
ン
書
店
の
幻
モ
ダ
ニ
ズ
ム
出
版
社
の
光
と
影
』
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
。
（
6）
「
海
峡
を
越
え
て
ゆ
く
」
と
い
う
表
現
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
短
詩
の
嚆
矢
と
し
て
名
高
い
安
西
冬
衛
の
「
春
」
の
「
て
ふ
て
ふ
が
一
匹
間
宮
海
峡
を
越
え
て
行
つ
た
」（『
亜
』
第
一
九
号
、
一
九
二
六
年
五
月
）
を
踏
ま
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
7）
森
荘
已
池
「
大
ら
か
に
書
く
手
紙
文
字
」
（
森
『
森
荘
已
池
ノ
ー
ト
新
装
版
ふ
れ
あ
い
の
人
々
宮
澤
賢
治
』
も
り
お
か
文
庫
、
二
〇
一
六
年
、
二
三
六
―
二
三
七
頁
）
参
照
。
（
8）
該
当
作
品
に
は
、
『
瑞
枝
』
以
外
の
初
出
を
確
認
で
き
て
い
な
い
「
作
品
八
十
三
番
」
と
「
こ
こ
ま
で
来
た
時
」
の
ほ
か
、
短
編
小
説
「
あ
る
心
象
ス
ケ
ツ
チ
」
（
『
碧
桃
』
一
九
二
七
年
二
月
）
、
「
窓
の
風
景
心
象
素
描
」
（
『
碧
桃
』
一
九
二
七
年
三
月
）
、
「
心
象
ス
ケ
ツ
チ
」
（『
文
藝
』
一
九
二
七
年
四
月
）、「
夕
景
の
窓
に
て
心
象
ス
ケ
ツ
チ
」（『
詩
神
』
一
九
二
七
年
九
月
）、「
芝
浦
か
ら
の
帰
り
心
象
ス
ケ
ツ
チ
」
（
『
詩
神
』
一
九
二
七
年
一
一
月
）
、
「
窓
か
ら
（
心
象
ス
ケ
ツ
チ
）
ジ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
詩
」
（
『
詩
神
』
一
九
二
七
年
一
二
月
）
、
「
心
象
日
記
三
月
一
日
報
」
（
『
詩
神
』
一
九
二
八
年
五
月
）
、
『
詩
と
詩
論
』
（
一
九
二
九
年
六
月
）
誌
上
に
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
で
発
表
さ
れ
た
「
士
官
学
校
の
夜
」
「
鏡
中
風
景
」
「
探
梅
」
「
銚
子
ニ
テ
」
（
「
探
梅
」
以
外
は
『
瑞
枝
』
に
こ
の
順
序
で
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
リ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
は
削
除
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
る
。
（
9）
「
妹
へ
の
手
紙
」
で
詩
人
は
、「
一
月
」
に
観
た
「
ヴ
オ
ル
ガ
・
ボ
ー
ト
マ
ン
」
と
い
う
映
画
を
妹
に
薦
め
て
い
る
。
こ
の
映
画
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
セ
シ
ル
・
Ｂ
・
デ
ミ
ル
が
監
督
し
た
V
olg
a
B
oa
tm
a
n
（
一
九
二
六
年
）
、
つ
ま
り
一
九
二
七
年
一
〇
月
に
「
ヴ
ォ
ル
ガ
の
船
唄
」
と
い
う
邦
題
に
よ
り
東
京
で
封
切
ら
れ
た
映
画
で
あ
る
。
以
上
か
ら
一
九
二
八
年
一
月
と
い
う
日
付
が
割
り
出
さ
れ
る
。
（
10）
士
官
学
校
の
寄
宿
舎
で
寝
つ
け
な
い
中
国
人
留
学
生
の
様
子
を
題
材
に
し
た
「
n
o
ctu
rn
e
」
（
『
瑞
枝
』
／
初
出
タ
イ
ト
ル
「
N
o
ctu
rn
e
N
o
.1.」『
碧
桃
』
一
九
二
七
年
一
一
月
）
で
も
、「
国
を
考
へ
る
と
こ
の
針
の
や
う
な
寒
さ
」
と
「
熱
情
の
冷
た
い
眼
で
見
よ
う
ぢ
や
な
い
か
、
こ
の
国
の
夜
景
」
と
い
う
文
が
並
立
し
、「
国
」
と
「
国
」
の
識
別
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
な
仕
方
で
中
国
と
日
本
の
確
執
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
（
11）
ち
な
み
に
、
黄
瀛
の
数
少
な
い
短
編
小
説
の
一
つ
「
明
る
い
苦
渋
」
（
『
碧
桃
』
第
四
号
、
一
九
二
七
年
六
月
）
の
主
人
公
の
青
年
の
名
は
詩人黄瀛の再評価（18） 75
れ
は
彼
を
過
度
に
中
国
人
視
し
た
認
識
だ
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
を
含
め
て
戦
前
戦
後
の
評
者
は
、
時
代
的
限
界
か
時
勢
ゆ
え
の
沈
黙
か
、
黄
瀛
詩
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
葛
藤
に
言
及
し
て
い
な
い
。
青
年
期
の
黄
が
日
本
語
を
特
殊
な
ア
ク
セ
ン
ト
で
話
し
た
と
い
う
こ
と
や
、
吃
音
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
に
多
く
の
友
人
が
言
及
し
、
黄
本
人
も
述
べ
て
は
い
た （
）。
し
か
し
、
中
国
語
が
母
語
で
日
本
語
は
第
二
言
語
だ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
一
九
四
六
年
に
国
民
党
軍
に
よ
る
捕
虜
と
な
っ
て
黄
と
会
っ
た
元
日
本
軍
高
級
参
謀
・
辻
政
信
は
、
彼
を
「
中
国
語
の
下
手
な
中
国
人
で
あ
つ
た
」
と
語
っ
て
い
た （
）。
日
本
語
も
中
国
語
も
、
彼
の
外
国
人
性
が
顕
わ
れ
る
母
語
だ
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
に
と
っ
て
詩
を
書
く
こ
と
は
、
流
暢
で
な
い
不
自
然
な
日
本
語
、
発
話
に
関
す
る
身
体
的
抵
抗
、
日
本
と
中
国
に
対
す
る
自
己
の
微
妙
な
関
係
、
異
言
語
・
異
文
化
の
混
在
、
政
治
的
対
立
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
な
ど
に
対
す
る
、
主
体
的
対
処
と
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
書
く
際
に
は
慎
重
に
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
吃
音
や
特
殊
な
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
自
分
の
日
本
語
を
標
準
的
日
本
語
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ず
れ
た
語
法
や
異
語
の
混
入
、
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
構
文
や
展
開
な
ど
を
、
詩
的
表
現
力
に
昇
華
し
よ
う
と
す
る
道
、
自
分
の
日
本
語
の
マ
イ
ナ
ー
性
を
自
覚
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
特
異
な
日
本
語
の
創
造
に
開
く
と
い
う
稀
有
な
細
い
道
、
「
方
法
と
し
て
越
境
と
混
血
」
を
開
拓
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
近
年
、
日
本
近
代
文
学
研
究
の
な
か
で
「
日
本
語
文
学
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
中
国
人
や
朝
鮮
人
が
日
本
語
で
書
い
た
文
学
の
研
究
が
、
小
規
模
な
が
ら
も
一
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
す
る
か
ぎ
り
で
は
小
説
ば
か
り
が
対
象
と
さ
れ
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
水
準
に
読
み
取
れ
る
作
家
の
思
想
が
論
じ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
る
。
詩
人
黄
瀛
の
再
評
価
は
、
日
本
語
文
学
研
究
の
現
状
に
と
っ
て
も
大
き
な
批
評
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
注

（
1）
「
黄
沢
民
」
と
し
て
い
る
文
献
も
あ
る
が
、
佐
藤
竜
一
に
従
い
「
黄
沢
」
と
し
て
お
く
。
（
2）
問
題
視
さ
れ
て
い
る
「
こ
の
三
種
類
」
が
な
に
を
指
す
の
か
は
、
記
述
が
簡
略
す
ぎ
て
確
定
し
が
た
い
が
、
散
文
詩
、
シ
ネ
ポ
エ
ム
、
童
謡
・
（17）76
い
ま
の
僕
に
と
つ
て
ほ
ん
と
に
な
つ
か
し
い
思
ひ
出
の
一
つ
も
早
『
す
ぎ
去
つ
た
純
真
時
代
』
と
云
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
つ
ま
り
「
喫
茶
店
金
水
天
津
回
想
詩
」
は
、
半
植
民
地
的
な
多
言
語
都
市
で
の
耳
の
体
験
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
で
あ
り
、
あ
る
意
味
と
別
の
意
味
や
、
意
味
と
非
意
味
の
あ
い
だ
で
振
動
し
て
い
る
詩
な
の
だ
。
正
規
な
用
法
や
標
準
的
な
用
法
か
ら
ず
れ
た
語
法
や
構
文
、
意
味
に
解
消
し
が
た
い
語
音
や
文
字
や
断
片
的
文
章
な
ど
が
、
か
え
っ
て
詩
的
魅
力
と
な
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
、
黄
瀛
に
お
い
て
非
常
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
特
色
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
「
妹
へ
の
手
紙
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
「
可
愛
い
Iren
!」
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
さ
れ
た
中
国
語
音
（
「
伊
人
」
か
？
）
は
、
日
本
人
読
者
に
と
っ
て
意
味
と
し
て
は
理
解
し
が
た
い
が
、
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
と
、
ｉ
音
や
ｅ
音
の
鋭
い
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
訴
え
か
け
る
。
「
し
ん
み
り
す
る
雪
の
夜
に
／
先
ず
静
心
を
得
や
う
と
す
る
者
の
思
服
を
考
へ
て
く
れ
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
詩
に
は
ｉ
音
ｅ
音
の
反
復
が
多
い
の
だ
。
そ
し
て
「
私
の
一
人
の
妹
寧
馨
／
お
兄
の
一
人
の
兄
宇
比
雄
」
と
い
う
宛
名
と
署
名
で
終
わ
る
。
寧
馨
は
黄
瀛
の
実
際
の
妹
の
名
だ
か
ら
「
宇
比
雄
」
は
黄
瀛
自
身
を
指
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
な
ぜ
「
宇
比
雄
」
と
い
う
奇
妙
な
名
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
理
解
し
が
た
い
。
た
だ
、
こ
の
名
は
、
そ
こ
に
も
ｉ
音
が
含
ま
れ
て
お
り
、
珍
し
い
綴
り
と
あ
わ
せ
て
印
象
に
残
る
の
だ （
）。
「
作
品
八
十
三
番
」
も
、
言
葉
の
非
意
味
伝
達
的
・
強
度
的
用
法
が
顕
著
な
作
品
で
あ
る
。
第
三
行
の
「
わ
か
ら
な
い
ん
？
」
は
「
わ
か
ら
な
い
の
？
」
の
語
尾
が
撥
音
便
と
な
っ
た
口
語
表
現
と
し
て
一
応
理
解
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
第
一
一
行
の
「
そ
の
度
毎
に
面
白
い
ん
」
、
第
一
二
行
の
「
ぐ
り

し
た
勇
し
い
心
象
も
一
寸
み
だ
し
て
く
る
ん
」
と
第
一
三
行
の
「
ご
う

す
る
都
会
の
夜
の
物
音
も
す
る
ん
」
の
「
ん
」
は
、
文
脈
か
ら
疑
問
形
と
は
思
わ
れ
ず
、
文
法
的
に
は
異
常
と
い
え
る
が
、
「
わ
か
ら
な
い
ん
？
」
を
受
け
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
脚
韻
と
な
っ
て
い
る
。
た
ぶ
ん
黄
も
そ
の
つ
も
り
で
「
？
」
を
は
ず
し
た
の
だ
ろ
う
。
「
勇
し
い
心
象
」
を
修
飾
す
る
に
は
妙
な
「
ぐ
り

」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
も
、「
ご
う

」
と
共
鳴
し
あ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
朔
太
郎
と
杢
太
郎
は
、
黄
瀛
が
日
本
語
を
母
語
と
せ
ず
中
国
語
を
母
語
と
す
る
中
国
人
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
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室 へ
やの
隅
に
す
ね
、
氷
雨
ひ
さ
め
の
窓
に
わ
ぶ
る
。
（
中
略
）
而
も
そ
の
詩
品
は
尖
端
派
中
の
尖
端
、
ア
ン
チ
・
ユ
ウ
ク
リ
ツ
ト
の
情
線
、
構
想
粒
子
の
搏
撃
。
杢
太
郎
は
、
中
国
人
で
あ
る
黄
が
日
本
語
を
通
し
て
、
日
本
人
以
上
に
「
鋭
く
」
韻
律
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
，
し
か
も
そ
れ
が
定
型
の
「
規
矩
の
繋
縛
を
脱
し
得
た
」
生
動
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
、
日
本
人
に
よ
る
漢
詩
の
歴
史
と
比
較
し
て
感
嘆
し
て
い
る
。
第
三
連
前
半
で
、
詩
の
文
体
の
混
質
性
や
、
匂
い
の
表
現
、
規
格
を
は
ず
れ
た
前
衛
性
と
い
っ
た
他
の
人
物
が
語
っ
て
い
な
い
特
徴
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
さ
す
が
で
あ
る
。
た
だ
し
、
私
は
朔
太
郎
や
杢
太
郎
の
評
価
を
大
枠
で
は
肯
定
的
に
受
け
と
め
な
が
ら
、
彼
ら
が
は
っ
き
り
と
語
っ
て
い
な
い
側
面
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
「
喫
茶
店
金
水
天
津
回
想
詩
」
の
特
異
な
「
よ
う
く
」
は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
頻
度
を
表
す
副
詞
の
「
よ
く
」
が
、
「
し
っ
か
り
、
念
入
り
に
」
の
同
義
語
の
「
よ
う
く
」
に
ず
れ
込
ん
だ
個
人
言
語
、
「
し
ば
し
ば
よ
う
く
」
と
い
う
ダ
ブ
ル
ミ
ー
ニ
ン
グ
を
帯
び
た
黄
瀛
語
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
詩
の
リ
フ
レ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
「
フ
ネ
フ
ネ
」
が
、
天
津
の
日
本
租
界
の
路
地
で
車
夫
た
ち
が
黄
に
投
げ
か
け
た
言
葉
、
し
か
も
黄
に
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
言
葉
だ
と
い
う
側
面
も
注
目
に
あ
た
い
し
よ
う
。
最
終
連
を
引
用
す
る
。
あ
の
朝
鮮
の
美
し
い
女
が
沢
山
ゐ
る
と
い
ふ
富
貴
胡
同
近
く
で
ア
メ
リ
カ
の
無
頼
漢
兵
士
の
一
人
歩
き
を
不
思
議
に
思
つ
た
り
フ
ネ

と
よ
ぶ
車
夫
の
言
葉
が
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
か
つ
た
去
年
の
夏
は
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木
下
杢
太
郎
の
「
詩
集
「
瑞
枝
」
の
序
に
代
へ
て
作
者
黄
瀛
君
に
呈
す
る
詩
」
の
美
し
い
第
三
連
、
第
四
連
に
も
、
朔
太
郎
の
評
価
に
近
接
し
た
評
価
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
る
で
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
、
こ
ん
な
に
も
美
し
い
詩
の
数
数
か
ず
か
ずが
言
語
こ
と
ば
を
殊
に
す
る
あ
な
た
の
指
先
か
ら
咲
き
出
で
よ
う
と
は
。
こ
こ
に
方
言
、
こ
こ
に
郷
土
の
倍
音
、
一
瞬
に
消
え
る
影
、
二
度
と
想
ひ
出
せ
ぬ
匂 にほ
ひ、
そ
れ
が
此
邦
の
人
よ
り
鋭
く
、
深
く
、
柔
く
、
痒 か
ゆく
、
ま
た
些 ち
と
酸
つ
ぱ
く
、
言
語
げ
ん
ぎ
よ、
韵
律
の
微 か
すか
な
網
に
捉
へ
ら
れ
て
居
る
。
網
の
目
に
金
銀
の
雨
、
天
門
を
滑
る
律
動
…
…
昔
は
わ
れ
わ
れ
の
先
祖
た
ち
も
む
づ
か
し
い
お
国
の
韵
語
を
藉
り
て
数
世
紀
の
間
漢
詩
か
ら
う
たと
い
ふ
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
だ
が
果
し
て
幾
人
か
能
く
規
矩
の
繋
縛
を
脱
し
得
た
で
せ
う
。
誰
か
能
く
国
人
く
に
び
との
涙
を
促
し
得
た
で
せ
う
。
そ
れ
を
あ
な
た
は
そ
の
詩
に
由
り
、
わ
れ
わ
れ
の
悩
を
悩
み
、
わ
ら
わ
れ
の
喜
を
喜
び
、
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本
論
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
越
境
と
混
血
」
が
黄
瀛
文
学
の
重
要
な
形
成
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
浮
び
上
が
ら
せ
て
お
き
た
い
。
す
で
に
戦
前
の
大
詩
人
た
ち
は
、
黄
の
「
越
境
と
混
血
性
」
が
詩
語
の
独
自
性
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
洞
察
し
て
い
た
。
こ
の
方
面
で
も
っ
と
も
具
体
的
な
指
摘
を
し
た
の
は
、
萩
原
朔
太
郎
だ
。
朔
太
郎
は
、
『
日
本
詩
人
』
一
九
二
五
年
九
月
号
に
載
っ
た
黄
の
「
喫
茶
店
金
水
天
津
回
想
詩
」
（
『
瑞
枝
』
）
を
、
同
誌
の
同
年
一
一
月
号
で
以
下
の
よ
う
に
評
し
た
。
君
が
表
現
に
卓
抜
な
天
稟
を
も
つ
て
る
こ
と
は
、
以
前
か
ら
も
認
め
て
ゐ
た
が
、
今
度
の
支
那
景
物
詩
「
喫
茶
店
金
水
」
を
よ
ん
で
、
そ
の
語
韻
上
の
音
楽
的
天
稟
に
始 マ
マめ
て
気
付
い
た
。
君
は
実
に
音
楽
的
な
好
い
耳
を
持
つ
て
ゐ
る
詩
人
だ
。
あ
の
日
本
租
界
の
富
貴
胡
同
近
く
で
フ
ネ
フ
ネ
と
い
は
れ
た
夏
の
夜
は
よ
う
く
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ソ
ー
ダ
水
を
す
す
つ
た
も
の
で
す
。
と
い
ふ
書
き
出
し
を
読
ん
で
も
、
す
ぐ
に
そ
れ
が
わ
か
る
。
「
フ
ネ
フ
ネ
」
と
い
ふ
語
の
鼻
音
的
な
発
韻
が
、
い
か
に
美
的
で
よ
く
利
い
て
る
か
。
そ
れ
か
ら
三
行
目
で
「
よ
く
」
と
言
ふ
べ
き
所
を
故
意
に
「
よ
う
く
」
と
言
つ
て
る
の
を
見
て
も
、
語
調
の
節
奏
的
美
感
に
神
経
の
過
敏
な
こ
と
が
は
つ
き
り
わ
か
る
。
（
中
略
）
い
つ
た
い
外
国
人
と
い
ふ
も
の
は
、
他
国
語
に
対
し
て
非
常
に
鋭
敏
な
耳
を
有
す
る
も
の
だ
。
（
中
略
）
黄
君
が
日
本
語
に
好
い
耳
を
有
し
て
ゐ
る
の
も
、
思
ふ
に
恐
ら
く
彼
が
外
国
人
（
支
那
人
）
の
た
め
で
あ
る
だ
ら
う
。（「
日
本
詩
人
九
月
号
月
旦
」）
日
本
語
を
単
純
に
母
語
と
す
る
日
本
人
で
な
い
が
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
黄
は
意
味
を
離
れ
た
日
本
語
の
聴
覚
的
印
象
に
敏
感
で
、
そ
れ
に
重
き
を
置
き
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
表
現
か
ら
ず
れ
た
表
現
を
も
の
し
て
い
る
と
見
て
、
朔
太
郎
は
高
評
価
し
て
い
る
の
だ
。
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七
月
の
情
熱
（『
朝
』
一
九
二
五
年
一
〇
月
）
白
い
パ
ラ
ソ
ル
の
か
げ
か
ら
私
は
美
し
い
神
戸
の
ア
ヒ
ノ
コ
を
見
た
す
つ
き
り
し
た
姿
で
何
だ
か
露
に
ぬ
れ
た
百
合
の
花
の
よ
う
に
涙
ぐ
ま
し
い
処
女
を
見
た
父
が
母
が
そ
の
中
に
生
ま
れ
た
美
し
い
ア
ヒ
ノ
コ
の
娘
そ
の
ア
ヒ
ノ
コ
の
美
し
さ
が
か
な
し
か
つ
た
美
し
い
混
血
の
少
女
に
対
し
て
一
九
歳
の
青
年
が
覚
え
た
「
か
な
し
さ
」
が
、
単
な
る
憐
憫
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
混
血
性
の
自
覚
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
黄
瀛
詩
に
お
い
て
、
政
治
的
な
も
の
は
、
私
的
な
も
の
の
外
縁
に
お
ぼ
ろ
な
陰
影
と
し
て
揺
曳
す
る
。
東
京
市
谷
の
陸
軍
士
官
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
一
九
二
八
年
一
月
の
作
と
推
定
さ
れ
る
「
妹
へ
の
手
紙
」
（
『
瑞
枝 （
９
）』
）
は
、
天
津
に
移
住
し
た
妹
寧
馨
へ
宛
て
る
手
紙
の
体
裁
を
と
っ
た
詩
で
あ
る
が
、
「
妹
よ
、
国
境
ほ
ど
私
を
惹
く
も
の
は
な
い
／
局
部
的
に
ふ
る
へ
て
る
私
達
の
国
／
『
国
を
思
ふ
と
腹
が
立
つ
』
／
こ
の
言
葉
に
こ
ゝ
の
国
の
芸
術
家
は
不
健
康
な
笑
を
す
る
の
だ
！
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
「
私
達
の
国
」
や
「
国
を
思
ふ
と
」
の
「
国
」
は
中
国
を
指
し
て
お
り
、「
こ
ゝ
の
国
」
の
「
国
」
は
日
本
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
当
時
、
中
国
大
陸
で
は
蒋
介
石
が
国
民
党
内
の
反
対
勢
力
や
共
産
党
と
闘
争
し
な
が
ら
、
北
伐
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
詩
の
中
の
「
兄
は
か
の
西
北
に
行
つ
た
若
い
将
軍
の
こ
と
を
思
ふ
／
兄
は
彼
を
愛
す
」
と
い
う
一
節
は
、
こ
の
北
伐
に
関
連
し
て
い
よ
う
。
「
国
」
の
指
示
内
容
に
関
し
て
解
釈
を
要
す
る
極
度
に
簡
潔
な
表
現
が
、
詩
的
強
度
と
も
な
っ
て
い
る （
）。
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さ
れ
る
過
程
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
賢
治
作
品
、
た
と
え
ば
火
山
性
の
ガ
ス
で
意
識
が
薄
れ
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
「
真
空
溶
媒
」
（
『
春
と
修
羅
』
）
や
、
早
池
峰
山
山
麓
の
岩
に
横
た
わ
っ
て
休
息
し
て
い
る
う
ち
に
修
行
僧
の
入
眠
時
幻
覚
を
見
る
経
験
を
描
い
た
「
河
原
坊
か
わ
ら
の
ぼ
う
（
山
脚
の
黎
明
）
」
（
『
春
と
修
羅
第
二
集
』
）
、
あ
る
い
は
眠
り
に
は
い
る
過
程
を
浮
遊
感
と
し
て
表
現
し
た
童
話
「
山
男
の
四
月
」（『
注
文
の
多
い
料
理
店
』）
を
想
わ
せ
る
。「
作
品
八
十
三
番
」
は
、
意
識
自
体
の
質
的
変
化
、
水
準
の
変
化
を
意
図
的
に
乱
調
の
文
章
で
表
現
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
黄
瀛
詩
の
な
か
で
も
っ
と
も
賢
治
的
と
い
っ
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
賢
治
の
心
象
が
も
っ
ぱ
ら
屋
外
の
田
園
で
展
開
し
、
動
的
で
精
緻
な
風
景
描
写
と
重
な
る
の
に
対
し
、
黄
の
心
象
は
し
ば
し
ば
室
内
で
展
開
し
、
窓
か
ら
見
え
る
風
景
が
描
写
さ
れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
屋
外
で
出
来
事
が
展
開
す
る
場
合
で
も
、
賢
治
に
比
べ
れ
ば
風
景
描
写
が
ず
っ
と
静
的
で
簡
略
だ
。
ま
た
賢
治
の
自
然
が
も
っ
ぱ
ら
宗
教
的
昂
揚
や
畏
怖
な
ど
と
結
び
つ
く
の
と
異
な
り
、
黄
の
自
然
は
、
心
地
よ
さ
や
淋
し
さ
、
友
人
・
母
・
妹
・
恋
人
な
ど
へ
の
思
慕
な
ど
、
慎
ま
し
い
世
俗
的
抒
情
と
結
び
つ
く
と
い
う
、
本
質
的
な
方
向
性
の
違
い
も
存
在
す
る
。
け
れ
ど
も
、
賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
は
、
詩
の
形
式
的
完
成
度
や
統
一
性
に
囚
わ
れ
ず
に
自
己
の
心
の
揺
れ
動
き
と
周
囲
の
表
情
を
見
つ
め
、
表
現
す
る
「
方
法
」
と
し
て
黄
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
作
品
に
「
心
象
」
や
「
心
象
ス
ケ
ツ
チ
」
と
い
う
語
彙
の
登
場
す
る
の
が
文
化
学
院
時
代
か
ら
陸
軍
士
官
学
校
時
代
で
あ
る
の
も
、
こ
れ
が
日
本
で
暮
ら
し
な
が
ら
自
分
の
進
路
に
思
い
悩
ん
で
い
た
時
期
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
方
法
と
し
て
の
越
境
と
混
血
他
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
と
の
比
較
に
戻
る
と
、
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
な
か
に
混
血
児
と
し
て
の
悲
哀
や
不
安
、
煩
悶
が
混
じ
る
点
も
黄
瀛
的
と
い
う
べ
き
だ
。
一
九
二
五
年
三
月
、
青
島
日
本
中
学
校
を
卒
業
し
た
彼
は
、
東
京
帝
国
大
学
へ
進
学
し
て
詩
人
と
し
て
活
躍
す
る
と
い
う
青
雲
の
志
を
抱
い
て
神
戸
港
に
上
陸
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
見
か
け
た
混
血
の
少
女
の
こ
と
を
哀
切
に
う
た
っ
た
。
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対
す
る
賢
治
の
影
響
と
い
え
ば
、
草
野
心
平
と
中
原
中
也
が
論
じ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。
黄
瀛
と
宮
沢
賢
治
の
比
較
考
察
は
、
宮
沢
賢
治
受
容
史
を
考
え
る
う
え
で
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
だ
。
『
瑞
枝
』
に
お
い
て
「
こ
こ
ま
で
来
た
時
」
の
一
つ
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る
「
作
品
八
十
三
番
」
は
、
や
は
り
夜
の
自
室
で
の
孤
独
な
心
象
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
詩
で
あ
り
、
「
夜
の
ご
う

と
す
る
音
を
き
く
／
ベ
ツ
ド
の
上
に
浮
遊
し
な
い
重
力
の
あ
る
物
体
／
何
が
さ
て
こ
い
つ
に
悲
し
い
心
象
を
与
へ
た
の
か
？
／
わ
か
ら
な
い
ん
？
」
と
い
う
自
問
か
ら
は
じ
ま
る
。
外
か
ら
入
り
込
ん
だ
「
夏
の
青
葉
の
青
つ
ぽ
い
匂
ひ
」
が
、
あ
る
映
画
の
思
い
出
を
喚
起
し
、
詩
人
は
「
人
生
を
し
ら
ず
に
人
生
を
は
か
な
む
」
。
そ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
内
容
の
不
明
瞭
な
「
心
象
」
が
、
寝
室
に
侵
入
し
て
く
る
界
隈
の
響
き
や
、
寝
室
を
満
た
す
ユ
リ
の
花
の
匂
い
や
時
計
の
音
と
浸
透
し
あ
う
。
ぐ
り

し
た
勇
し
い
心
象
も
一
寸
は
み
出
し
て
く
る
ん
ご
う

す
る
都
会
の
夜
の
物
音
も
す
る
ん
き
ゝ
耳
を
立
て
る
と
い
や
に
し
ん
み
り
し
て
る
い
ろ

の
首
を
ぶ
ち
こ
は
し
て
は
一
つ
の
首
に
つ
く
り
上
げ
る
百
合
の
花
の
香
こ
い
い
部
屋
鳩
時
計
へ
の
耳
重
心
を
忘
れ
る
と
眼
が
云
ふ
こ
と
を
き
か
な
く
な
り
ど
ん
づ
ま
り
オ
レ
も
浮
遊
し
て
く
冒
頭
で
「
ベ
ツ
ト
の
上
に
浮
遊
し
な
い
重
力
の
あ
る
物
体
」
と
描
写
さ
れ
て
い
た
「
オ
レ
」
の
身
体
が
、
最
後
に
浮
遊
し
て
い
る
。
こ
れ
は
眠
り
か
け
て
い
る
「
オ
レ
」
が
重
力
の
感
覚
を
失
う
推
移
を
表
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
「
い
ろ
い
ろ
の
首
を
ぶ
ち
こ
は
し
て
は
一
つ
の
首
に
つ
く
り
上
げ
る
」
と
い
う
奇
抜
な
表
現
は
、
夢
う
つ
つ
の
状
態
で
複
数
の
人
物
の
顔
が
無
意
識
的
に
一
つ
の
顔
へ
合
成
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私
が
特
に
着
目
す
る
の
は
、
黄
の
作
品
に
、
賢
治
が
み
ず
か
ら
の
詩
法
を
指
し
て
言
っ
た
「
心
象
ス
ケ
ツ
チ
」
と
い
う
用
語
や
、
「
心
象
」
と
い
う
賢
治
語
彙
が
た
び
た
び
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る （８
）。
宮
沢
賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
は
何
か
を
述
べ
る
こ
と
は
優
に
一
論
文
に
あ
た
い
す
る
が
、
と
り
あ
え
ず
、
外
界
に
触
発
さ
れ
た
知
覚
・
想
像
・
思
考
の
展
開
を
包
括
的
か
つ
連
続
的
に
記
述
す
る
こ
と
、
と
定
義
し
て
お
こ
う
。
賢
治
は
外
出
す
る
際
、
つ
ね
に
手
帳
と
筆
記
具
を
携
帯
し
、「
心
象
」
の
展
開
を
感
じ
る
と
そ
れ
を
そ
の
場
で
記
し
、
そ
う
し
た
筆
記
を
も
と
に
詩
や
童
話
を
書
い
た
。
黄
の
詩
「
こ
こ
ま
で
来
た
時
」
は
、
「
こ
こ
ま
で
来
た
時
／
五
十
八
頁
の
心
象
ス
ケ
ツ
チ
が
停
止
す
る
。
／
そ
れ
は
オ
レ
自
身
に
も
わ
か
ら
ぬ
渋
滞
だ
」
と
い
う
詩
行
か
ら
は
じ
ま
り
、
な
ぜ
「
心
象
ス
ケ
ツ
チ
」
を
書
き
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
を
め
ぐ
る
自
省
が
綴
ら
れ
た
あ
と
、
そ
し
て
百
合
の
花
の
匂
ひ
蚊
の
聲
風
の
音
と
風
鈴
の
音
い
い
位
な
心
も
ち
に
い
い
位
な
ヂ
ク
ザ
ツ
ク
だ
か
ら
今
夜
は
こ
の
ノ
ー
ト
を
眺
め
る
の
だ
。
と
い
う
知
覚
（
嗅
覚
と
聴
覚
）
の
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
が
書
け
な
い
と
い
う
逆
説
的
な
心
象
ス
ケ
ッ
チ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
心
象
の
流
れ
を
五
八
頁
も
ノ
ー
ト
に
綴
っ
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
。
こ
れ
は
、
黄
が
詩
作
の
方
法
論
の
水
準
で
賢
治
か
ら
影
響
を
被
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
周
囲
の
詩
人
に
対
し
て
明
示
し
て
も
い
た
と
い
う
こ
と
を
含
意
す
る
。
な
お
、
賢
治
自
身
の
詩
に
お
い
て
も
例
え
ば
、
花
巻
農
学
校
の
生
徒
の
岩
手
山
登
山
を
引
率
し
た
経
験
を
題
材
に
し
た
「
東
岩
手
火
山
」
（
『
春
と
修
羅
』
）
の
な
か
で
「
ま
だ
一
時
間
も
あ
り
ま
す
か
ら
／
私
も
ス
ケ
ツ
チ
を
と
り
ま
す
」
と
い
う
自
分
自
身
の
発
言
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
心
象
ス
ケ
ッ
チ
へ
の
自
己
言
及
が
見
つ
か
る
。
従
来
、
同
時
代
の
詩
人
の
作
に
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い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
そ
の
女
へ
の
命
令
を
も
っ
て
詩
が
終
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
「
短
章
」
で
は
、
三
行
目
で
不
在
の
他
者
へ
語
り
手
が
手
紙
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
そ
れ
が
書
け
な
い
こ
と
に
対
す
る
謝
り
の
言
葉
に
よ
っ
て
詩
が
終
え
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ど
ち
ら
の
「
短
章
」
も
、
光
景
の
純
粋
な
描
写
で
は
な
く
、
自
己
の
身
体
感
覚
や
、
意
識
の
持
続
の
表
出
、
相
手
へ
の
語
り
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
エ
ス
プ
リ
の
効
い
た
隠
喩
性
の
方
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
短
詩
一
般
の
特
徴
と
い
う
よ
り
竹
中
郁
の
特
徴
と
い
う
べ
き
も
の
だ
が
、
主
体
や
相
手
や
身
体
性
が
稀
薄
な
描
写
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
短
詩
の
一
般
的
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
黄
の
短
詩
は
、
相
手
へ
の
語
り
か
け
が
多
く
（
語
り
か
け
る
相
手
が
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
）
、
そ
の
語
り
口
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
口
調
を
取
る
。
気
さ
く
な
語
り
か
け
と
相
関
し
て
詩
人
の
身
体
や
対
他
意
識
が
前
景
化
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
、
黄
瀛
的
と
呼
ぶ
べ
き
特
色
な
の
だ
。
そ
し
て
こ
う
し
た
特
色
は
、
『
瑞
枝
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
比
較
的
長
め
の
詩
の
な
か
で
さ
ら
に
表
情
豊
か
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
奥
野
信
太
郎
は
、
こ
の
こ
と
も
的
確
に
指
摘
し
て
い
た
「
彼
の
書
翰
が
し
ば
し
ば
詩
で
あ
る
が
如
く
、
ま
た
逆
に
彼
の
詩
は
し
ば
し
ば
好
朋
友
へ
の
な
つ
か
し
い
書
翰
で
も
あ
る
」（「
詩
人
黄
瀛
の
こ
と
」）。
三
黄
瀛
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
次
に
、
『
瑞
枝
』
収
録
の
黄
瀛
詩
の
特
色
を
、
宮
沢
賢
治
を
補
助
線
と
し
て
浮
び
上
が
ら
せ
て
み
よ
う
。
黄
瀛
は
草
野
心
平
を
通
し
て
『
春
と
修
羅
』（
一
九
二
四
年
四
月
）
を
、
刊
行
後
の
早
い
時
期
に
知
り
、
宮
沢
賢
治
を
『
銅
鑼
』（
二
号
ま
で
は
広
東
で
発
行
）
に
誘
う
手
紙
を
草
野
と
連
名
で
送
っ
た
と
い
う
。
か
く
し
て
賢
治
は
第
四
号
（
一
九
二
五
年
九
月
）
か
ら
『
銅
鑼
』
同
人
と
な
っ
た
。
黄
は
賢
治
と
文
通
し （７
）、
一
九
二
九
年
六
月
に
花
巻
で
賢
治
と
面
談
し
た
。
彼
ら
の
あ
い
だ
の
書
簡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
黄
が
賢
治
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
春
さ
き
の
風
」
（
一
九
二
九
年
一
一
月
）
、
「
詩
人
交
友
録
」
（
一
九
三
〇
年
五
月
）
、
「
ら
く
が
き
」
（
一
九
三
三
年
六
月
）
、
「
日
本
東
京
」
（
一
九
三
三
年
一
二
月
）
で
の
言
及
や
、
追
悼
文
「
南
京
よ
り
」
（
一
九
三
四
年
一
月
）
が
証
し
て
い
る
。
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エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
。
鉄
の
竪
琴
。
風
が
美
し
い
音
を
か
な
で
る
。
伴
奏
は
セ
イ
ヌ
河
よ
。
一
般
的
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
短
詩
は
、
和
歌
的
な
抒
情
や
風
景
を
し
り
ぞ
け
、
意
味
や
自
己
表
現
や
社
会
性
が
希
薄
な
即
物
的
・
視
覚
的
描
写
と
、
モ
ダ
ン
な
都
市
的
な
い
し
植
民
地
的
形
象
を
好
む
。
黄
瀛
の
「
ア
ト
リ
エ
」
は
、
竹
中
郁
の
「
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
」
と
同
様
、
モ
ダ
ン
で
都
市
的
な
形
象
だ
。
引
用
し
た
短
詩
か
ら
は
う
か
が
わ
れ
な
い
が
、
『
景
星
』
に
は
植
民
地
的
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
濃
厚
な
作
品
も
多
い
。
黄
の
年
長
の
友
人
だ
っ
た
中
国
文
学
者
・
奥
野
信
太
郎
は
、
的
確
に
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
「
彼
の
第
一
詩
集
『
景
星
』
を
繙
く
も
の
は
、
中
国
と
い
ふ
古
い
大
陸
の
一
角
に
鏤
め
ら
れ
た
一
つ
の
宝
石
に
も
比
す
べ
き
、
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
風
の
都
会
青
島
を
極
く
極
く
身
近
に
感
じ
て
、
そ
の
植
民
地
的
香
気
の
立
ち
も
と
ら
ふ
の
を
、
新
鮮
な
レ
モ
ン
の
匂
の
や
う
に
思
ひ
な
す
こ
と
で
も
あ
ら
う
」（
奥
野
「
詩
人
黄
瀛
の
こ
と
」『
日
時
計
の
あ
る
風
景
』
一
九
七
四
年
）。
黄
の
短
詩
は
、
竹
中
の
短
詩
と
意
味
の
希
薄
さ
も
共
有
し
て
い
る
。
「
短
章
」
と
い
う
題
は
無
題
に
等
し
い
。
け
れ
ど
も
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
本
質
的
な
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
竹
中
の
短
詩
は
、
一
文
一
文
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
簡
潔
な
映
像
に
対
応
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
視
覚
的
で
あ
り
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
的
、
シ
ネ
ポ
エ
ム
的
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
視
覚
性
は
隠
喩
的
＝
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
的
で
も
あ
る
。
「
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
」
で
は
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
「
鉄
の
竪
琴
」
に
見
立
て
ら
れ
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
傍
ら
の
セ
ー
ヌ
河
の
流
れ
が
竪
琴
の
演
奏
の
「
伴
奏
」
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。「
子
供
」
で
は
、
子
供
が
水
た
ま
り
を
ま
た
ぐ
さ
ま
が
「
海
峡
を
越
え
て
ゆ
く
」
こ
と
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る （６
）。
黄
瀛
詩
の
場
合
、
隠
喩
表
現
は
希
薄
で
あ
る
か
二
義
的
で
、
そ
の
意
味
で
竹
中
の
詩
よ
り
即
物
的
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
概
し
て
さ
ほ
ど
視
覚
的
で
は
な
い
。
特
に
第
二
の
「
短
章
」
は
非
視
覚
的
だ
。
そ
の
か
わ
り
、
そ
こ
に
は
竹
中
に
は
稀
薄
な
語
り
手
の
身
体
性
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
「
短
章
」
で
は
、
ア
ト
リ
エ
の
白
さ
と
「
疲
れ
た
瞳
め
」
と
の
あ
い
だ
に
一
種
の
生
理
的
抵
抗
感
が
あ
り
、
第
二
の
「
短
章
」
だ
と
、
長
い
手
紙
を
書
こ
う
と
す
る
意
志
に
対
し
、
寒
さ
か
ら
来
る
「
く
し
や
み
」
が
生
理
的
抵
抗
を
示
し
て
い
る
。
他
者
な
い
し
相
手
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
も
黄
瀛
的
と
い
え
る
。
第
一
の
「
短
章
」
で
は
、
四
行
目
で
、
目
の
前
に
「
女
」
（7）86
『
景
星
』
か
ら
、
二
篇
の
同
タ
イ
ト
ル
の
短
詩
を
全
文
引
用
す
る
。
短
章
疲
れ
た
瞳 め
に
見
え
る
も
の
は
三
月
の
白
さ
だ
ア
ト
リ
エ
一
ぱ
い
の
風
景
だ
女
よ
そ
の
花
を
く
づ
す
な
！
短
章
寒
い
夜
で
す
く
し
や
み
ば
つ
か
り
出
て
長
い
手
紙
が
か
け
ま
せ
ん
ご
め
ん
下
さ
い
。
試
し
に
こ
れ
ら
を
、
竹
中
郁
の
『
一
匙
の
雲
』（
ボ
ン
書
店
、
一
九
三
二
年
）
に
収
録
さ
れ
た
つ
ぎ
の
二
篇
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
子
供
雨
が
あ
が
る
。
水
た
ま
り
が
残
る
。
子
供
は
踏
ま
な
い
や
う
に
海
峡
を
越
え
て
ゆ
く
。
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二
『
景
星
』
の
短
詩
生
前
刊
行
さ
れ
た
詩
集
は
、
一
九
三
〇
年
の
『
景
星
』（
田
村
榮
発
行
）
と
一
九
三
四
年
の
『
瑞
枝
』（
ボ
ン
書
店
）
の
二
冊
で
あ
る
。
第
二
詩
集
『
瑞
枝
』
は
四
〇
〇
部
発
行
さ
れ
た
高
額
な
豪
華
装
丁
詩
集
で
あ
り
、
復
刻
版
が
存
在
す
る
の
で
、
比
較
的
よ
く
言
及
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
詩
集
『
景
星
』
は
初
版
一
〇
〇
部
が
発
行
さ
れ
た
だ
け
で
、
閲
覧
困
難
な
詩
集
な
の
で
、
内
容
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
黄
瀛
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
影
響
と
そ
こ
か
ら
の
偏
差
を
、
ま
ず
『
景
星
』
を
通
し
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
『
景
星
』
の
顕
著
な
特
徴
は
、『
瑞
枝
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
よ
り
ず
っ
と
短
い
詩
ば
か
り
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
、
黄
の
詩
業
が
短
詩
か
ら
は
じ
ま
っ
て
比
較
的
長
め
の
抒
情
詩
へ
発
展
し
た
と
思
い
か
ね
な
い
が
、
初
出
を
確
認
し
て
み
る
と
、
『
景
星
』
収
録
の
詩
よ
り
も
古
い
作
品
が
『
瑞
枝
』
に
数
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
黄
が
短
詩
と
普
通
の
長
さ
の
詩
を
平
行
し
て
作
っ
て
い
た
こ
と
、
意
図
的
に
短
詩
の
み
を
セ
レ
ク
ト
し
て
『
景
星
』
を
編
集
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
短
詩
を
多
く
作
っ
た
背
景
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
本
の
詩
壇
で
短
詩
（
シ
ネ
ポ
エ
ム
を
含
む
）
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
一
傾
向
（「
短
詩
運
動
」）
と
し
て
流
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
彼
は
、
短
詩
運
動
の
前
期
の
中
心
と
な
っ
た
詩
誌
『
亜
』
（
大
連
、
一
九
二
四
年
一
一
月
―
一
九
二
七
年
一
二
月
）
に
は
参
加
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
『
亜
』
の
影
響
を
受
け
た
『
詩
神
』
や
、
『
亜
』
を
引
き
継
い
だ
『
詩
と
詩
論
』（
一
九
二
八
年
九
月
―
一
九
三
一
年
一
二
月
）
に
は
、
自
作
や
、
中
国
の
新
詩
人
（
郭
沫
若
、
章
衣
萍
、
成
吾
等
）
の
詩
の
翻
訳
・
紹
介
を
発
表
し
て
い
た
。『
現
代
詩
講
座
第
三
巻
世
界
新
興
詩
派
研
究
』（
一
九
二
九
年
一
二
月
）
に
は
、
『
詩
と
詩
論
』
の
主
催
者
・
春
山
行
夫
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
論
と
と
も
に
、
評
論
「
中
国
詩
壇
の
現
在
」
が
載
っ
て
い
る
。
彼
が
高
く
評
価
し
た
竹
中
郁
、
坂
本
遼
、
岡
崎
清
一
郎
は
『
詩
と
詩
論
』
の
代
表
的
短
詩
詩
人
で
あ
り
、
彼
と
『
銅
鑼
』
で
同
人
だ
っ
た
尾
形
亀
之
助
は
『
亜
』
と
『
詩
と
詩
論
』
に
も
参
加
し
て
い
る
モ
ダ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
。
『
瑞
枝
』
を
出
版
し
た
ボ
ン
書
店
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
出
版
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
出
版
社
で
あ
る （５
）。
（5）88
こ
れ
は
、
回
顧
的
な
詩
壇
批
評
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
自
身
の
詩
人
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
詩
論
と
な
っ
て
い
る
。そ
こ
で
黄
は
、
ふ
た
た
び
「
僕
の
や
う
な
詩
を
書
く
者
は
い
は
ば
フ
リ
ー
・
ラ
ン
サ
ー
で
、
そ
れ
が
故
気
軽
で
人
見
知
り
も
し
な
い
し
、
何
処
の
波
を
も
風
を
も
関
せ
ず
、
か
う
し
て
わ
が
ま
ゝ
だ
」
と
自
己
規
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
こ
と
が
「
日
本
の
詩
を
客
観
的
に
見
さ
せ
た
」
と
述
べ
、
近
年
の
日
本
の
詩
が
、
リ
ズ
ム
を
忘
れ
た
「
読
む
詩
」
、
か
え
っ
て
映
像
的
で
な
い
「
見
る
詩
」
、
自
由
の
乏
し
い
「
唄
ふ
詩
」
と
い
う
三
方
向
へ
分
裂
し
つ
つ
あ
る
と
批
評
し
、
「
こ
の
三
種
類
を
ご
つ
ち
や
に
し
て
詩
を
書
い
て
る
連
中
の
作
の
方
が
い
ゝ
も
の
が
あ
つ
て
、
読
み
対
へ
が
あ
る
」
と
い
う
自
分
の
価
値
観
を
表
明
し
て
い
る （
２
）。
詩
派
の
境
界
を
越
境
し
て
そ
れ
ら
を
混
血
さ
せ
る
の
が
良
い
と
説
い
て
い
る
の
も
同
然
だ
。
黄
は
、
同
人
誌
を
通
し
た
「
団
体
進
出
」
の
弊
害
を
率
直
に
指
摘
し
て
も
い
る
。
同
人
た
ち
が
、
詩
の
広
が
り
を
狭
く
限
定
す
る
評
論
家
の
「
妄
言
」
を
信
じ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
彼
ら
の
詩
が
「
清
楚
と
な
る
か
、
イ
ミ
テ
エ
シ
ヨ
ン
の
イ
ミ
テ
エ
シ
ヨ
ン
」
と
な
り
、
詩
派
の
「
評
論
家
の
提
燈
が
高
く
明
る
く
て
も
、
ま
る
で
意
味
が
な
か
つ
た
こ
と
は
僕
の
や
う
な
鈍
助
で
も
す
ぐ
わ
か
つ
た
位
つ
ま
ら
な
か
つ
た
」
と （３
）。
な
お
、
黄
の
団
体
主
義
に
と
ら
わ
れ
な
い
越
境
性
は
、
日
中
間
な
い
し
中
国
国
内
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
黄
は
中
国
の
現
代
詩
人
を
評
論
や
翻
訳
に
よ
っ
て
盛
ん
に
日
本
の
詩
壇
に
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
四
年
頃
、
黄
は
国
民
党
陸
軍
将
校
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
た
魯
迅
と
上
海
租
界
で
数
度
密
会
し
、
築
地
小
劇
場
や
東
西
の
文
学
を
め
ぐ
っ
て
歓
談
し
た
と
い
う （４
）。
「
日
本
東
京
」
の
中
で
、
黄
が
近
年
の
自
分
自
身
を
、
日
本
の
詩
壇
か
ら
「
忘
れ
ら
れ
、
忘
れ
や
う
と
し
て
る
詩
を
作
る
や
つ
こ
さ
・
・
・
・
ん
」
と
規
定
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
一
見
卑
下
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
自
分
は
詩
の
三
極
化
や
団
体
主
義
や
理
論
先
行
の
弊
・か
ら
自
由
な
詩
人
だ
よ
と
自
負
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
黄
瀛
詩
は
当
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
か
ら
実
験
的
な
フ
ォ
ル
ム
を
吸
収
し
な
が
ら
も
、
身
体
性
、
対
他
性
、
自
己
批
評
、
独
自
の
リ
ズ
ム
や
の
び
の
び
し
た
口
調
な
ど
を
保
持
す
る
こ
と
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
一
般
か
ら
一
線
を
画
し
て
い
る
の
だ
。
詩人黄瀛の再評価（4） 89
〇
月
二
二
日
に
、
四
川
外
語
大
学
で
同
大
学
日
本
学
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
方
法
と
し
て
の
越
境
と
混
血
」
に
お
い
て
行
っ
た
研
究
発
表
「
詩
人
黄
瀛
の
再
評
価
日
本
語
文
学
の
た
め
に
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
一
詩
壇
の
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
黄
瀛
は
混
血
児
と
し
て
人
に
い
い
が
た
い
孤
独
を
抱
え
て
い
た
が
、
日
本
の
詩
壇
で
孤
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
は
非
常
に
社
交
的
で
、
た
が
い
に
へ
だ
た
っ
て
い
た
り
対
立
し
た
り
し
て
い
た
様
々
な
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
た
。
グ
ル
ー
プ
の
中
心
を
占
め
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
ぶ
ん
自
由
な
媒
介
者
の
役
目
を
果
た
し
た
の
だ
。
逆
説
的
に
も
、
こ
う
し
た
と
ら
わ
れ
の
な
い
身
軽
な
越
境
性
が
、
特
定
の
詩
派
に
還
元
で
き
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
陰
影
や
し
な
や
か
さ
を
彼
の
詩
に
も
た
ら
す
一
方
で
、
彼
の
詩
を
文
学
史
的
に
論
じ
に
く
く
す
る
一
因
と
な
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
中
野
電
信
隊
中
隊
長
と
し
て
阿
佐
ヶ
谷
に
住
ん
で
い
た
頃
、
黄
は
「
詩
人
交
友
録
」（『
詩
神
』
一
九
三
〇
年
九
月
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、
栗
木
幸
次
郎
、
安
藤
一
郎
、
木
山
捷
平
、
長
田
恒
雄
な
ど
中
央
線
沿
線
の
詩
人
と
の
交
友
や
、
野
長
瀬
正
夫
、
伊
藤
信
吉
、
井
上
康
文
、
森
竹
夫
、
岡
本
潤
、
尾
形
亀
之
助
、
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
、
赤
松
月
船
、
村
野
四
郎
、
山
崎
泰
雄
、
あ
る
い
は
鹿
児
島
の
平
正
夫
、
兵
庫
の
坂
本
遼
、
前
橋
の
萩
原
恭
次
郎
、
草
野
心
平
、
仙
台
の
関
谷
裕
規
、
花
巻
の
宮
沢
賢
治
な
ど
、
活
動
地
域
や
文
学
的
志
向
を
異
に
し
た
多
く
の
詩
人
た
ち
と
交
友
を
語
り
、
み
ず
か
ら
を
「
詩
壇
の
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
「
以
上
、
僕
の
交
友
録
は
ま
と
ま
り
な
く
な
り
す
ぎ
た
。
月
原
橙
一
郎
［『
地
上
楽
園
』
同
人
で
民
衆
詩
派
の
詩
人
］
に
云
は
せ
る
と
、
僕
な
ぞ
は
詩
壇
の
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
だ
と
云
ふ
が
、
わ
る
く
云
へ
ば
ル
ン
ペ
ン
だ
。
も
つ
と
も
ル
ン
ペ
ン
で
あ
つ
た
つ
て
構
は
な
い
に
は
構
は
な
い
が
、
先
述
が
な
い
と
云
つ
た
詩
壇
の
友
人
で
も
か
う
し
て
書
い
て
行
く
と
可
成
な
数
で
あ
る
。
こ
の
原
因
は
蓋
し
僕
が
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ア
な
故
で
あ
ら
う
」。
「
詩
人
交
友
録
」
発
表
の
数
ヶ
月
後
、
黄
は
国
民
党
軍
将
校
の
任
に
就
く
た
め
に
南
京
へ
移
住
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
の
詩
壇
か
ら
距
離
を
置
い
て
二
年
数
ヶ
月
た
っ
た
頃
、「
日
本
東
京
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
『
詩
人
時
代
』（
一
九
三
三
年
一
二
月
）
に
発
表
し
た
。
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降
し
、
一
九
六
二
年
ま
で
獄
中
生
活
と
労
役
に
服
し
た
。
自
由
の
身
と
な
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
四
年
後
に
は
文
化
大
革
命
に
巻
き
込
ま
れ
再
投
獄
さ
れ
、
一
九
七
八
年
ま
で
拘
束
さ
れ
た
。
戦
後
、
久
し
く
忘
却
の
淵
に
沈
ん
で
い
た
混
血
詩
人
が
、
日
本
で
再
び
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
、
蒼
土
社
か
ら
詩
集
『
瑞
枝
』
（
一
九
三
四
年
）
が
復
刻
さ
れ
、
そ
の
別
冊
と
し
て
『
詩
人
黄
瀛
回
想
篇
・
研
究
篇
』
が
上
梓
さ
れ
た
。
一
九
九
四
年
に
は
、
佐
藤
竜
一
に
よ
る
評
伝
『
黄
瀛
そ
の
詩
と
数
奇
な
生
涯
』
（
日
本
地
域
社
会
研
究
所
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
佐
藤
は
そ
の
後
も
伝
記
的
研
究
を
続
け
、
『
宮
沢
賢
治
の
詩
友
・
黄
瀛
の
生
涯
日
本
と
中
国
二
つ
の
祖
国
に
生
き
て
』
（
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
伝
記
的
研
究
に
比
べ
る
と
、
黄
の
詩
業
の
文
学
的
な
解
明
や
再
評
価
は
、
い
ま
だ
に
著
し
く
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
不
均
衡
を
補
う
意
図
を
も
っ
て
、
私
は
本
誌
第
六
号
（
二
〇
〇
九
年
一
月
）
に
「
詩
人
黄
瀛
の
光
栄
書
簡
性
と
多
言
語
性
」
を
発
表
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
時
点
で
は
、
研
究
対
象
が
『
瑞
枝
』
所
収
の
詩
に
限
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
詩
壇
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
私
の
知
識
も
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
後
、「
黄
瀛
展
」（
宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
五
日
―
一
〇
月
一
三
日
）
を
、
王
敏
、
榊
昌
子
、
佐
藤
竜
一
、
杉
浦
静
と
共
同
で
監
修
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
私
は
様
々
な
文
芸
同
人
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
未
読
の
黄
瀛
詩
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
瑞
枝
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
詩
や
散
文
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
短
詩
運
動
と
の
関
係
、
お
よ
び
宮
沢
賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
の
関
係
を
軸
に
、
黄
瀛
詩
の
特
色
と
意
義
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
稿
の
論
旨
が
、
二
〇
一
六
年
一
詩人黄瀛の再評価（2） 91
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詩
人
黄
瀛
の
再
評
価
岡
村
民
夫
黄 こ
う瀛 え
い（
一
九
〇
六
―
二
〇
〇
五
年
）
と
い
う
中
国
人
が
、
昭
和
初
期
、
日
本
語
で
新
鮮
な
優
れ
た
詩
を
書
き
、
日
本
の
詩
壇
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
を
、
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一
〇
月
四
日
、
黄
瀛
は
、
四
川
省
重
慶
で
、
川
東
師
範
学
校
初
代
校
長
だ
っ
た
中
国
人
の
父
・
黄
沢
こ
う
た
くと （１
）
日
清
交
換
教
授
の
母
・
太
田
喜
き
智 ち
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
（
中
国
籍
）
。
三
歳
で
父
を
喪
い
、
母
と
妹
・
寧 ね
い
馨 け
い
と
と
も
に
中
国
各
地
を
転
々
と
し
た
の
ち
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
母
の
故
郷
の
千
葉
県
八
日
市
場
へ
移
住
し
、
日
本
語
を
本
格
的
に
学
ぶ
と
、
東
京
の
正 せ
い則 そ
く中
学
校
に
進
ん
だ
が
、
関
東
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
青 チ
ン島 タ
オ日
本
中
学
校
へ
転
校
し
た
。
準
母
語
と
な
っ
て
い
た
日
本
語
で
口
語
自
由
詩
を
書
き
は
じ
め
た
の
は
、
正
則
中
学
時
代
の
一
六
歳
頃
だ
っ
た
と
い
う
。
詩
誌
『
詩
聖
』
一
九
二
三
年
三
月
号
掲
載
の
「
早
春
登
校
」
に
よ
っ
て
中
央
詩
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
一
九
二
五
年
一
八
歳
に
し
て
、
詩
壇
の
公
器
か
つ
登
竜
門
だ
っ
た
『
日
本
詩
人
』
に
「
朝
の
展
望
」
を
投
稿
、
新
詩
人
第
一
席
の
栄
誉
を
受
け
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
、『
銅
鑼
』
創
刊
同
人
と
も
な
っ
た
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
三
月
、
東
京
へ
戻
り
、
文
化
学
院
に
入
学
す
る
が
、
一
年
ほ
ど
で
自
主
退
学
、
一
九
二
七
年
一
〇
月
、
市
ヶ
谷
台
の
陸
軍
士
官
学
校
本
科
に
第
二
〇
期
中
華
民
国
留
学
生
と
し
て
入
学
し
た
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
七
月
、
卒
業
す
る
と
中
野
電
信
隊
に
配
属
さ
れ
た
が
、
北
伐
を
敢
行
す
る
蒋
介
石
に
共
鳴
し
、
満
州
事
変
直
前
の
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
初
頭
、
中
華
民
国
新
首
都
・
南 ナ
ン京 キ
ンへ
渡
っ
て
南
京
軍
政
部
特
殊
通
信
部
教
導
隊
長
と
な
っ
た
。
一
九
三
三
年
、
王
蔚
霞
と
結
婚
。
日
中
戦
争
勃
発
の
頃
、
陸
軍
中
尉
に
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